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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピューティング・デバイスが、通信ネットワークに送信されたデータのデフォルト
のネットワーク・リソースによるインターセプトを検出する工程と、
　前記コンピューティング・デバイスが、検出された前記データのインターセプトに応答
して、前記通信ネットワークが前記コンピューティング・デバイスのアプリケーションに
関連付けられている特定のドメインによって管理されていることを決定する工程と、
　前記コンピューティング・デバイスが、前記通信ネットワークが前記コンピューティン
グ・デバイスのアプリケーションに関連付けられている前記特定のドメインによって管理
されているという前記決定に応答して、前記特定のドメインのネットワーク・リソースを
識別する、前記通信ネットワークへのアクセスを求める要求を自動的に生成する工程であ
って、前記特定のドメインのネットワーク・リソースは、前記通信ネットワークの前記特
定のドメインに対してユーザを認証するように構成される、工程と、
　前記コンピューティング・デバイスが、前記要求を、前記デフォルトのネットワーク・
リソースから前記特定のドメインのネットワーク・リソースにリダイレクトする工程と、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記コンピューティング・デバイスは、ユーザのクライアント・デバイスであり、
　前記デフォルトのネットワーク・リソースは、認証サーバを含み、
　前記特定のドメインのネットワーク・リソースは、ソーシャル・ネットワーキング・シ
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ステムの１以上のサーバ・コンピューティング・デバイスを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記要求をリダイレクトする工程が、前記通信ネットワークのルータによるユーザのキ
ャプティブ・ネットワーク・サポートをバイパスする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ルータは、Ｗｉ－Ｆｉアクセス・ポイントである、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ルータに関連付けられている地理的ロケーションにおいてユーザを自動的にチェッ
クインさせる工程をさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記通信ネットワークは、インターネットであり、
　前記特定のドメインは、前記インターネットのセカンド・レベル・ドメイン（ＳＬＤ）
である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＳＬＤは、ＦＡＣＥＢＯＯＫ（登録商標）である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　インターセプトされた前記データは、前記コンピューティング・デバイスのアプリケー
ションと前記デフォルトのネットワーク・リソースとの間の対話に対応する、請求項１に
記載の方法。
【請求項９】
　ソフトウェアを具現する１以上の非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記ソ
フトウェアが実行されたとき、
　通信ネットワークに送信されたデータのデフォルトのネットワーク・リソースによるイ
ンターセプトを検出する工程と、
　検出された前記データのインターセプトに応答して、前記通信ネットワークがコンピュ
ーティング・デバイスのアプリケーションに関連付けられている特定のドメインによって
管理されていることを決定する工程と、
　前記通信ネットワークが前記コンピューティング・デバイスのアプリケーションに関連
付けられている前記特定のドメインによって管理されているという前記決定に応答して、
前記特定のドメインのネットワーク・リソースを識別する、前記通信ネットワークへのア
クセスを求める要求を自動的に生成する工程であって、前記特定のドメインのネットワー
ク・リソースは、前記通信ネットワークの前記特定のドメインに対してユーザを認証する
ように構成される、工程と、
　前記要求を、前記デフォルトのネットワーク・リソースから前記特定のドメインのネッ
トワーク・リソースにリダイレクトする工程と、
　を行わせる、媒体。
【請求項１０】
　前記コンピューティング・デバイスは、ユーザのクライアント・デバイスであり、
　前記デフォルトのネットワーク・リソースは、認証サーバを含み、
　前記特定のドメインのネットワーク・リソースは、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステムの１以上のサーバ・コンピューティング・デバイスを含む、請求項９に記載の媒体
。
【請求項１１】
　前記要求をリダイレクトする工程が、前記通信ネットワークのルータによるユーザのキ
ャプティブ・ネットワーク・サポートをバイパスする、請求項９に記載の媒体。
【請求項１２】
　前記ルータは、Ｗｉ－Ｆｉアクセス・ポイントである、請求項１１に記載の媒体。
【請求項１３】
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　前記ソフトウェアは、前記ルータに関連付けられている地理的ロケーションにおいてユ
ーザを自動的にチェックインさせる工程をさらに行わせる、請求項１１に記載の媒体。
【請求項１４】
　前記通信ネットワークは、インターネットであり、
　前記特定のドメインは、前記インターネットのセカンド・レベル・ドメイン（ＳＬＤ）
である、
　請求項９に記載の媒体。
【請求項１５】
　前記ＳＬＤは、ＦＡＣＥＢＯＯＫである、請求項１４に記載の媒体。
【請求項１６】
　デフォルトのネットワーク・リソースに送信された前記データは、前記コンピューティ
ング・デバイスのアプリケーションと前記デフォルトのネットワーク・リソースとの間の
対話に対応する、請求項９に記載の媒体。
【請求項１７】
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合され、ソフトウェアを具現する１以上の非一時的コンピュータ可
読記憶媒体と、
　を備えるデバイスであって、前記ソフトウェアは、
　通信ネットワークに送信されたデータのデフォルトのネットワーク・リソースによるイ
ンターセプトを検出する工程と、
　検出された前記データのインターセプトに応答して、前記通信ネットワークがコンピュ
ーティング・デバイスのアプリケーションに関連付けられている特定のドメインによって
管理されていることを決定する工程と、
　前記通信ネットワークが前記コンピューティング・デバイスのアプリケーションに関連
付けられている前記特定のドメインによって管理されているという前記決定に応答して、
前記特定のドメインのネットワーク・リソースを識別する、前記通信ネットワークへのア
クセスを求める要求を自動的に生成する工程であって、前記特定のドメインのネットワー
ク・リソースは、前記通信ネットワークの前記特定のドメインに対してユーザを認証する
ように構成される、工程と、
　前記要求を、前記デフォルトのネットワーク・リソースから前記特定のドメインのネッ
トワーク・リソースにリダイレクトする工程と、
　を行わせる、デバイス。
【請求項１８】
　前記コンピューティング・デバイスは、ユーザのクライアント・デバイスであり、
　前記デフォルトのネットワーク・リソースは、認証サーバを含み、
　前記特定のドメインのネットワーク・リソースは、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステムの１以上のサーバ・コンピューティング・デバイスを含む、請求項１７に記載のデ
バイス。
【請求項１９】
　前記要求を送信する工程が、前記通信ネットワークのルータによるユーザのキャプティ
ブ・ネットワーク・サポートをバイパスする、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記ソフトウェアは、前記ルータに関連付けられている地理的ロケーションにおいてユ
ーザを自動的にチェックインさせる工程をさらに行わせる、請求項１９に記載のデバイス
。
【請求項２１】
　前記ルータは、Ｗｉ－Ｆｉアクセス・ポイントである、請求項１９に記載のデバイス。
【請求項２２】
　前記通信ネットワークは、インターネットであり、
　前記特定のドメインは、前記インターネットのセカンド・レベル・ドメイン（ＳＬＤ）
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である、
　請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２３】
　前記ＳＬＤは、ＦＡＣＥＢＯＯＫである、請求項２２に記載のデバイス。
【請求項２４】
　インターセプトされた前記データは、前記コンピューティング・デバイスのアプリケー
ションと前記デフォルトのネットワーク・リソースとの間の対話に対応する、請求項１７
に記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に、通信ネットワークに関する。
【背景技術】
【０００２】
　スマートフォン、タブレット・コンピュータ、またはラップトップ・コンピュータなど
の、モバイル・コンピューティング・デバイスは、ＧＰＳ受信機、コンパス、またはジャ
イロスコープなど、そのロケーション、方位、または向きを決定するための機能を含むこ
とができる。そのようなデバイスは、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）通信、近距離無線
通信（ＮＦＣ）、もしくは赤外線（ＩＲ）通信、または無線ローカル・エリア・ネットワ
ーク（ＷＬＡＮ）もしくはセルラ電話ネットワークとの通信などの、無線通信のための機
能も含むことができる。そのようなデバイスは、１つまたは複数のカメラ、スキャナ、タ
ッチ・スクリーン、マイクロフォン、またはスピーカも含むことができる。モバイル・コ
ンピューティング・デバイスは、また、ゲーム、ウェブ・ブラウザ、またはソーシャル・
ネットワーキング・アプリケーションなどの、ソフトウェア・アプリケーションを実行す
ることができる。ソーシャル・ネットワーキング・アプリケーションを用いて、ユーザは
、ソーシャル・ネットワーク内の他のユーザと接続し、通信し、情報を共有することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
【図１】ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられている例示的なネット
ワーク環境を示す図。
【図２】例示的な通信ネットワークの一例を示す図。
【図３】例示的なモバイル・コンピューティング・デバイスを示す図。
【図４】通信ネットワークのキャプティブ・ポータル挙動を変更するための例示的なステ
ート・マシーンを示す図。
【図５】通信ネットワークのキャプティブ・ポータル挙動を変更するための例示的な方法
を示す図。
【図６】特定のドメインによって管理されている通信ネットワークに接続するための例示
的な方法を示す図。
【図７】例示的なソーシャル・グラフを示す図。
【図８】例示的なコンピューティング・システムを示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００４】
　特定の実施形態では、コンピューティング・デバイスは、ネイティブ・アプリケーショ
ンを通して、通信ネットワークに接続することができる。アプリケーションは、デフォル
トのキャプティブ・ポータル挙動をバイパスする特定のＩＰアドレスまたはＵＲＬに、要
求を送信する。通信ネットワークを接続する前に、特定のドメインの特定のネットワーク
・リソースに関連付けられている特定のアプリケーションが動作している場合、特定のア
プリケーションが、通信ネットワーク（たとえば、ＷＩ－ＦＩネットワーク）と関連付け
られ、通信ネットワークのログオン（すなわち、キャプティブ・ポータル）プロセスを実
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行することなく、特定のアプリケーションに関連付けられている特定のウェブサイトにコ
ンピューティング・デバイスを接続することをユーザに通知するダイアログが、アプリケ
ーション上に提示され得る。アプリケーションは、ルータの特定のエンドポイントを含む
ゲートウェイＩＰアドレスに、要求を送信することができる。特定のＵＲＬまたはＩＰア
ドレスへの要求が存在する場合、特定のウェブサイトは、ユーザが特定の通信ネットワー
クのポータルにアクセスすることを決定することができる（すなわち、成功コード、たと
えば、２００を返す）。ユーザは、ルータに関連付けられている物理ロケーションにおい
て、「チェックイン」することができ、アプリケーションは、特定の通信ネットワークと
関連付けられているルータのＩＰアドレスに基づいて、コンピューティング・デバイスを
通信ネットワークに接続するように求める要求を自動的に送信することができる。特定の
実施形態では、アプリケーションは、可能な「チェックイン」ロケーションのリストの最
上位選択肢として、特定のルータに関連付けられている企業を提供することができる。
【０００５】
　図１は、ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられている例示的なネッ
トワーク環境１００を示す。ネットワーク環境１００は、互いにネットワーク１１０によ
って接続されたユーザ１０１、クライアント・システム１３０、ソーシャル・ネットワー
キング・システム１６０、およびサードパーティ・システム１７０を含む。図１は、ユー
ザ１０１、クライアント・システム１３０、ソーシャル・ネットワーキング・システム１
６０、サードパーティ・システム１７０、およびネットワーク１１０の特定の構成を示す
が、この開示は、ユーザ１０１、クライアント・システム１３０、ソーシャル・ネットワ
ーキング・システム１６０、サードパーティ・システム１７０、およびネットワーク１１
０の任意の好適な構成を企図する。限定するものとしてではなく一例として、クライアン
ト・システム１３０、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０、およびサードパ
ーティ・システム１７０の２以上は、ネットワーク１１０をバイパスして互いに直接的に
接続されてもよい。別の例として、クライアント・システム１３０、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１６０、およびサードパーティ・システム１７０の２以上が、全体
として、または部分的に互いに物理的に、または論理的に同じ場所にあってもよい。さら
に、図１は、特定の数のユーザ１０１、クライアント・システム１３０、ソーシャル・ネ
ットワーキング・システム１６０、サードパーティ・システム１７０、およびネットワー
ク１１０を示すが、この開示は、任意の好適な数のユーザ１０１、クライアント・システ
ム１３０、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０、サードパーティ・システム
１７０、およびネットワーク１１０を企図する。限定するものとしてではなく一例として
、ネットワーク環境１００は、複数のユーザ１０１、クライアント・システム１３０、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１６０、サードパーティ・システム１７０、およ
びネットワーク１１０を含んでもよい。
【０００６】
　特定の実施形態では、ユーザ１０１は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６
０と、またはソーシャル・ネットワーキング・システム１６０を通じて対話、すなわち通
信する個人（人間のユーザ）、エンティティ（たとえば、企業、事業者、またはサードパ
ーティ・アプリケーション）、または（たとえば、個人またはエンティティの）グループ
であってよい。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は
、オンライン・ソーシャル・ネットワークをホストするネットワークアドレス指定可能な
コンピューティング・システムであってよい。ソーシャル・ネットワーキング・システム
１６０は、たとえばユーザプロフィール・データ、コンセプトプロフィール・データ、ソ
ーシャル・グラフ情報、またはオンライン・ソーシャル・ネットワークに関係する他の好
適なデータなど、ソーシャル・ネットワーキング・データを生成、記憶、受信、および送
信する。ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ネットワーク環境１００の
他の構成要素によって、直接的に、またはネットワーク１１０を通じてアクセスされても
よい。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザ
１０１がたとえば適切なプライバシ設定を設定することによってなど、自分達のアクショ
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ンをソーシャル・ネットワーキング・システム１６０によって記録させる、または他のシ
ステム（たとえば、サードパーティ・システム１７０）と共有させることについてオプト
インまたはオプトアウトすることを可能にする認可サーバ（または他の適切な構成要素）
を含んでもよい。ユーザのプライバシ設定は、そのユーザに関連付けられているどの情報
が記録されるか、そのユーザに関連付けられている情報がどのように記録されるか、その
ユーザに関連付けられている情報がいつ記録されるか、そのユーザに関連付けられている
情報を誰が記録するか、そのユーザに関連付けられている情報が誰と共有されるか、およ
びそのユーザに関連付けられている情報が何の目的で記録され共有されるかを決定するこ
とができる。認可サーバは、ブロッキング、データのハッシュ化、匿名化、または他の適
切な技術を通じて、ソーシャル・ネットワーキング・システム３０のユーザの１以上のプ
ライバシ設定を適切に実施するために用いられる。特定の実施形態では、サードパーティ
・システム１７０は、ネットワークアドレス指定可能なコンピューティング・システムで
あってよい。サードパーティ・システム１７０は、ネットワーク環境１００の他の構成要
素によって、直接的に、またはネットワーク１１０を通じてアクセスされてもよい。特定
の実施形態では、１または複数のユーザ１０１が１または複数のクライアント・システム
１３０を使用し、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ
・システム１７０にアクセスし、データを送り、それらからデータを受信してもよい。ク
ライアント・システム１３０は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０または
サードパーティ・システム１７０に直接的に、ネットワーク１１０を通じて、またはサー
ドパーティ・システムを通じてアクセスしてもよい。限定するものとしてではなく一例と
して、クライアント・システム１３０は、サードパーティ・システム１７０にソーシャル
・ネットワーキング・システム１６０を通じてアクセスしてもよい。クライアント・シス
テム１３０は、たとえばパーソナル・コンピュータ、ラップトップ・コンピュータ、携帯
電話、スマートフォン、またはタブレット・コンピュータなど、任意の好適なコンピュー
ティング・デバイスであってよい。
【０００７】
　この開示は、任意の好適なネットワーク１１０を企図する。限定するものとしてではな
く一例として、ネットワーク１１０の１または複数の部分は、アドホック・ネットワーク
、イントラネット、エクストラネット、仮想プライベート・ネットワーク（ＶＰＮ）、ロ
ーカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）、ワイド・エリア・
ネットワーク（ＷＡＮ）、無線ＷＡＮ（ＷＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネットワ
ーク（ＭＡＮ）、インターネットの一部分、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）の一部分、携帯
電話ネットワーク、またはこれらの２以上の組合せを含んでもよい。ネットワーク１１０
は、１または複数のネットワーク１１０を含んでもよい。
【０００８】
　リンク１５０は、クライアント・システム１３０、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１６０、およびサードパーティ・システム１７０を通信ネットワーク１１０に、ま
たは互いに接続する。この開示は、任意の好適なリンク１５０を企図する。特定の実施形
態では、１または複数のリンク１５０は、１または複数の有線（たとえば、デジタル加入
者線（ＤＳＬ）またはＤＯＣＳＩＳ（Ｄａｔａ　Ｏｖｅｒ　Ｃａｂｌｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ
　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）など）、無線（たとえば、Ｗｉ－
ＦｉまたはＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏ
ｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）など）、または光（たとえば、同期光ネットワ
ーク（ＳＯＮＥＴ）または同期デジタル・ハイアラーキ（ＳＤＨ）など）リンクを含む。
特定の実施形態では、１または複数のリンク１５０は、それぞれ、アドホック・ネットワ
ーク、イントラネット、エクストラネット、ＶＰＮ、ＬＡＮ、ＷＬＡＮ、ＷＡＮ、ＷＷＡ
Ｎ、ＭＡＮ、インターネットの一部分、ＰＳＴＮの一部分、セルラ技術ベースのネットワ
ーク、衛星通信技術ベースのネットワーク、別のリンク１５０、または２以上のそのよう
なリンク１５０の組合せを含む。リンク１５０は、必ずしもネットワーク環境１００全体
を通じて同じであることを必要としない。１または複数の第１のリンク１５０は、１また
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は複数の点で１または複数の第２のリンク１５０と異なってもよい。
【０００９】
　特定の実施形態では、通信ネットワーク１１０は、クライアント・システム１３０のユ
ーザ１０１が、一般に、支払い情報、もしくはログインもしくはパスワード証明書を入力
することを通して、またはネットワーク管理者のサービス利用規約に同意することを通し
て、認証を実行するまで、インターネット（または他の通信ネットワーク１１０）へのア
クセスを妨げる、ウェブ・ポータルまたは「キャプティブ・ポータル」を、ネットワーク
・リソース（たとえば、ゲートウェイまたはサーバ）においてホストすることができる。
本明細書では、インターネットへのアクセスについての言及は、たとえば、インターネッ
トのセカンド・レベル・ドメイン（ＳＬＤ）（たとえば、ｗｗｗ．ＦＡＣＥＢＯＯＫ．ｃ
ｏｍ）など、任意の適切なドメインへのユーザ・エージェントを通したアクセスにも当て
はまり得る。キャプティブ・ポータル技法は、インターネットへのアクセスを提供する前
に、通信ネットワーク１１０に接続されるユーザ・エージェント（たとえば、ハイパー・
テキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）クライアント）が、ネットワーク・アクセス・ペー
ジを（通常は認証目的で）強制的に提示されるようにすることができる。キャプティブ・
ポータルは、クライアント・システム１３０上で実行されるユーザ・エージェント（たと
えば、ウェブ・ブラウザ）を、認証デバイスに変えることができる。限定ではなく、例と
して、キャプティブ・ポータル認証プロセスは、ユーザ１０１が、たとえば、ウェブ・ブ
ラウザなどの、ユーザ・エージェントを開き、インターネットへのアクセスを試みるまで
、クライアント・システム１３０によって送信されるすべてのデータ・パケットを、アド
レスまたはポートに関係なく、インターセプトすることによって実行され得る。その時、
クライアント・システム１３０のユーザ・エージェントは、認証もしくは支払いを要求す
ることができる、またはユーザ１０１が同意しなければならない利用規定を表示する、特
定のネットワーク・アクセス・ページにリダイレクトされ得る。認証が成功するまで、ク
ライアント・システム１３０は、キャプティブ・ポータルの「ウォールド・ガーデン」内
に「閉じ込められ」得る。キャプティブ・ポータルは、ＷＩ－ＦＩホットスポットにおい
て使用され、（たとえば、アパート、ホテルの部屋、ビジネス・センタ、または「オープ
ン」イーサネット（登録商標）・ジャックにおいて）有線アクセスを制御するためにも同
様に使用され得る。キャプティブ・ポータルは、ＨＴＴＰリダイレクト、インターネット
・プロトコル（ＩＰ）リダイレクト、およびドメイン・ネーム・サーバ（ＤＮＳ）リダイ
レクトなど、多種多様なパケット・インターセプト技法を使用することができる。
【００１０】
　特定の実施形態では、クライアント・システム１３０は、ハードウェア、ソフトウェア
、または埋め込み論理要素もしくは２つ以上のそのような要素の組合せを含み、クライア
ント・システム１３０によって実装またはサポートされる適切な機能を実施することが可
能な、電子デバイスである。限定ではなく、例として、クライアント・システム１３０は
、デスクトップ・コンピュータ、ノートブックもしくはラップトップ・コンピュータ、ネ
ットブック、タブレット・コンピュータ、電子書籍リーダ、全地球測位システム（ＧＰＳ
）デバイス、カメラ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ハンドヘルド電子デバイス、セルラ電話
、スマートフォン、他の適切な電子デバイス、またはそれらの任意の適切な組合せなどの
、コンピュータ・システムを含むことができる。本開示は、任意の適切なクライアント・
システム１３０を企図している。クライアント・システム１３０は、クライアント・シス
テム１３０のネットワーク・ユーザが、ネットワーク１１０にアクセスすることを可能に
することができる。クライアント・システム１３０は、ユーザ１０１が、他のクライアン
ト・システム１３０の他のユーザと通信することを可能にすることができる。
【００１１】
　特定の実施形態では、クライアント・システム１３０は、ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　ＩＮＴ
ＥＲＮＥＴ　ＥＸＰＬＯＲＥＲ、ＧＯＯＧＬＥ　ＣＨＲＯＭＥ、またはＭＯＺＩＬＬＡ　
ＦＩＲＥＦＯＸなどの、ウェブ・ブラウザ１３２を含むことができ、ＴＯＯＬＢＡＲまた
はＹＡＨＯＯ　ＴＯＯＬＢＡＲなどの、１つまたは複数のアドオン、プラグイン、または
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他の拡張を有することができる。クライアント・システム１３０のユーザは、ユニフォー
ム・リソース・ロケータ（ＵＲＬ）または他のアドレスを入力して、ウェブ・ブラウザ１
３２を、（ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０のサーバ、またはサードパー
ティ・システム１７０に関連付けられているサーバなど）特定のサーバに向けられること
ができ、ウェブ・ブラウザ１３２は、ＨＴＴＰ要求を生成し、ＨＴＴＰ要求をサーバに伝
達することができる。サーバは、ＨＴＴＰ要求を受け入れ、ＨＴＴＰ要求に応答して、ク
ライアント・システム１３０に、１つまたは複数のハイパー・テキスト・マークアップ言
語（ＨＴＭＬ）ファイルを伝達することができる。クライアント・システム１３０は、ユ
ーザ１０１に提示するために、サーバからのＨＴＭＬファイルに基づいて、ウェブページ
をレンダリングすることができる。上で説明されたように、ウェブページは、キャプティ
ブ・ポータルに関連付けられているネットワーク・アクセス・ページである。本開示は、
任意の適切なウェブページ・ファイルを企図している。限定ではなく、例として、ウェブ
ページは、特定の必要に従って、ＨＴＭＬファイル、拡張ＨＴＭＬ（ＸＨＴＭＬ）ファイ
ル、または拡張マークアップ言語（ＸＭＬ）ファイルからレンダリングすることができる
。そのようなページは、また、たとえば、限定することなしに、ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ、
ＪＡＶＡ（登録商標）、ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　ＳＩＬＶＥＲＬＩＧＨＴ、およびＡＪＡＸ
（非同期ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴおよびＸＭＬ）などのマークアップ言語とスクリプトの組
合せなどで記述されたものなどの、スクリプトを実行することができる。本明細書では、
適切である場合は、ウェブページについての言及は、（ブラウザがウェブページをレンダ
リングするために使用することができる）１つまたは複数の対応するウェブページ・ファ
イルを包含し、その逆も成り立つ。
【００１２】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、たとえば、
サーバなどの、１つまたは複数のネットワーク・リソースを含むことができる。各サーバ
は、単一のサーバであることができ、または複数のコンピュータもしくは複数のデータセ
ンタにまたがる分散サーバである。サーバは、たとえば、限定することなしに、ウェブ・
サーバ、ニュース・サーバ、メール・サーバ、メッセージ・サーバ、広告サーバ、ファイ
ル・サーバ、アプリケーション・サーバ、交換サーバ、データベース・サーバ、プロキシ
・サーバ、本明細書で説明される機能もしくはプロセスを実行することに適した別のサー
バ、またはそれらの任意の組合せなど、さまざまなタイプに属することができる。特定の
実施形態では、各サーバは、サーバによって実装またはサポートされる適切な機能を実施
するための、ハードウェア、ソフトウェア、または埋め込み論理要素もしくは２つ以上の
そのような要素の組合せを含むことができる。
【００１３】
　特定の実施形態では、広告は、１つもしくは複数のウェブページ上に、１つもしくは複
数の電子メール内に、またはユーザ１０１によって要求されたサーチ結果と関連して提示
される、（ＨＴＭＬリンクを貼られ得る）テキスト、（ＨＴＭＬリンクを貼られ得る）１
つもしくは複数の画像、１つもしくは複数の映像、オーディオ、１つもしくは複数のＡＤ
ＯＢＥフラッシュ・ファイル、これらの適切な組合せ、または任意の適切なデジタル形式
の他の任意の適切な広告である。加えて、または代替として、広告は、１つまたは複数の
スポンサ付きのストーリ（たとえば、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０上
のニュース・フィードまたはティッカ・アイテム）である。スポンサ付きのストーリは、
広告主が、たとえば、ソーシャル・アクションを、ユーザ１０１のプロファイル・ページ
もしくは他のページの事前決定された領域内に提示してもらうこと、広告主に関連付けら
れている追加情報とともに提示してもらうこと、他のユーザのニュース・フィードもしく
はティッカ内でランクアップもしくは他の方法で強調してもらうこと、または他の方法で
昇格してもらうことによって、昇格する、ユーザ１０１によるソーシャル・アクション（
ページに対して「いいね！」を表明すること、ページ上の投稿に対して「いいね！」を表
明すること、もしくはコメントすること、ページに関連付けられているイベントへの出欠
の返事を出すこと、ページ上に投稿された質問に投票すること、ある場所にチェックイン
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すること、アプリケーションを使用すること、もしくはゲームをプレイすること、または
ウェブサイトに対して「いいね！」を表明すること、もしくはウェブサイトを共有するこ
となどの）であってもよい。広告主は、ソーシャル・アクションを昇格してもらうために
、支払いを行うことができる。限定ではなく、例として、広告は、サーチ結果ページのサ
ーチ結果の間に含まれることができ、スポンサ付きのコンテンツは、スポンサ付きでない
コンテンツよりも優先して昇格される。
【００１４】
　特定の実施形態では、広告は、ソーシャル・ネットワーキング・システムのウェブペー
ジ、サードパーティのウェブページ、または他のページ内に表示するために要求され得る
。広告は、ページの上部のバナー領域内、ページの側部のカラム内など、ページの専用部
分内に、ページのグラフィカル・ユーザ・インタフェース（ＧＵＩ）内に、ポップアップ
・ウィンドウ内に、ドロップダウン・メニュー内に、ページの入力フィールド内に、ペー
ジのコンテンツの上部を覆って、またはページに関する別の場所に表示され得る。加えて
、または代替として、広告は、アプリケーション内に表示され得る。広告は、専用ページ
内に表示されて、ユーザ１０１がページにアクセスすること、またはアプリケーションを
利用することができる前に、広告と対話すること、または広告を見ることをユーザに要求
することができる。ユーザ１０１は、たとえば、ウェブ・ブラウザを通して、広告を見る
ことができる。
【００１５】
　ユーザ１０１は、任意の適切な方法で、広告と対話することができる。ユーザ１０１は
、広告をクリックすること、または他の方法で選択することができる。広告を選択するこ
とによって、ユーザ１０１（ユーザによって使用されているブラウザまたは他のアプリケ
ーション）は、広告に関連付けられているページに向けられ得る。広告に関連付けられて
いるページにおいて、ユーザ１０１は、広告に関連付けられている製品もしくはサービス
を購入すること、広告に関連付けられている情報を受け取ること、または広告に関連付け
られているニュースレターを定期購読することなど、追加のアクションを取ることができ
る。オーディオまたは映像を伴う広告は、（「再生ボタン」など）広告の構成要素を選択
することによって、再生され得る。代替として、広告を選択することによって、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザの特定のアクションを実行または変更
することができる。
【００１６】
　広告は、ユーザ１０１が対話することができる、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム機能も含むことができる。限定ではなく、例として、広告は、ユーザ１０１が、支持
に関連付けられているアイコンまたはリンクを選択することによって、広告に対して「い
いね！」を表明すること、または他の方法で支持することを可能にすることができる。別
の例として、限定することなしに、広告は、ユーザ１０１が、広告主に関連するコンテン
ツを（たとえば、問い合わせを実行することによって）サーチすることを可能にすること
ができる。同様に、ユーザ１０１は、（たとえば、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム１６０を通して）別のユーザと広告を共有すること、または（たとえば、ソーシャル
・ネットワーキング・システム１６０を通して）広告に関連付けられているイベントへの
出欠の返事を出すことができる。加えて、または代替として、広告は、ユーザ１０１向け
のソーシャル・ネットワーキング・システムにおける状況も含むことができる。限定では
なく、例として、広告は、広告の対象に関連付けられているアクションを取った、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１６０内のユーザの友人についての情報を表示するこ
とができる。
【００１７】
　以下で説明されるように、ユーザ１０１は、通信ネットワーク１１０を所有するエンテ
ィティ（たとえば、企業）と無関係なエンティティ（たとえば、ソーシャル・ネットワー
キング・システム１６０）によって管理されている、通信ネットワーク１１０のルータを
通して、ユーザ１０１のアクティビティに少なくとも部分的に基づいて、エンティティ（
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たとえば、企業）の地理的ロケーションにおいて自動的に「チェックイン」させられ得る
。特定の実施形態では、通信ネットワーク１１０を所有するエンティティは、通信ネット
ワーク１１０を通して地理的ロケーションにおいて「チェックイン」するユーザ１０１に
、付け値または割引を提供することができる。限定ではなく、例として、ソーシャル・ネ
ットワーキング・システム１６０は、通信ネットワーク１１０を管理することができ、通
信ネットワーク１１０を所有する企業が上で説明された広告を無料で行うことを提供する
ことができる。さらに、支払いは、ユーザ１０１に広告を送信したことと、その後でユー
ザ１０１が通信ネットワーク１１０を通して地理的ロケーションにおいて「チェックイン
」したこととに少なくとも部分的に基づいて、企業によってソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１６０に対して行われ得る。特定の実施形態では、その後で地理的ロケーシ
ョンにおいて「チェックイン」したユーザ１０１は、広告を読んだことから企業の顧客に
なることへのコンバージョンを示す標識であることができ、ユーザ１０１が物理的に地理
的ロケーションに存在することの証拠を提供することができる。
【００１８】
　図２は、例示的な通信ネットワークの一例を示している。特定の実施形態では、コンピ
ュータ・システムによって管理される通信ネットワーク１１０は、１つまたは複数のルー
タ５０を含むことができる。図２は、クライアント・システムおよびルータの特定の配置
を用いた、特定の通信ネットワークを説明し、図示しているが、本開示は、ルータおよび
クライアント・システムの任意の適切な配置を用いた、任意の適切な通信ネットワークを
企図している。限定ではなく、例として、通信ネットワーク１１０を管理するコンピュー
タ・システムは、コンピューティング、ストレージ、ネットワーキング、またはそれらの
任意の組合せのための１つまたは複数の要素を含むことができる、コンピューティング・
インフラストラクチャおよびプラットフォームである。特定の実施形態では、通信ネット
ワーク１１０を管理するコンピュータ・システムは、通信ネットワーク１１０を所有する
特定のエンティティと無関係である。限定ではなく、例として、通信ネットワーク１１０
は、たとえば、ＷＩ－ＦＩネットワークなどの、ＬＡＮであることができ、通信ネットワ
ーク１１０のルータ５０は、たとえば、企業などの、特定のエンティティに関連付けられ
ている地理的ロケーションに配置され得る。
【００１９】
　たとえば、インターネットなどの、ＷＡＮへのアクセスは、通信ネットワーク１１０を
通して、１つまたは複数のクライアント・システム１３０に提供され得る。限定ではなく
、例として、１つまたは複数のクライアント・システム１３０は、たとえば、ボインゴ（
ＢＯＩＮＧＯ）などによって管理されている、たとえば、空港当局などの特定のエンティ
ティの、通信ネットワーク１１０のルータ５０を通して、インターネットにアクセスする
ことができる。別の例として、特定のエンティティは、たとえば、上で説明されたソーシ
ャル・ネットワーキング・システムなど、特定のエンティティに対応する特定のＳＬＤに
対応することができる。通信ネットワーク１１０へのアクセスは、クライアント・システ
ム１３０を通して通信ネットワーク１１０に接続するときに、ユーザがログオン手順を実
行したことに応答して、提供され得る。限定ではなく、例として、ログオン手順は、上で
説明されたネットワーク・アクセス・ページを通した、ログイン・コードの取得、ユーザ
に関連付けられている電子メール・アドレスの提供、特定のエンティティに関連付けられ
ている地理的ロケーションにおける「チェックイン」の実行、またはそれらの任意の組合
せを含むことができる。特定の実施形態では、クライアント・システム１３０のユーザ・
エージェントは、クライアント・システム１３０を通して通信ネットワーク１１０に接続
したことに応答して、たとえば、ソーシャル・ネットワーキング・システムなどの、コン
ピュータ・システムのネットワーク・リソース（たとえば、サーバ）に向けられ得る。限
定ではなく、例として、ユーザ・エージェントは、たとえば、ウェブ・ブラウザまたは電
子メール・クライアントなど、ユーザのために動作することができるソフトウェア・クラ
イアントである。
【００２０】
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　上で説明されたように、クライアント・システム１３０を接続することは、通信ネット
ワーク１１０のキャプティブ・ポータルを通して実行され得る。特定の実施形態では、通
信ネットワーク１１０への接続に関連付けられているダイアログ・プロセスのデフォルト
挙動は、ネットワーク管理者によって変更され得る。通信ネットワーク１１０に接続する
クライアント・システム１３０は、接続を許可するように求める要求を、ルータ５０のう
ちの１つに送信することができる。限定ではなく、例として、要求は、インターネットを
通してアクセス可能な特定のＵＲＬへのＨＴＴＰ要求である。さらに、要求は、クライア
ント・システム１３０上で実行されるユーザ・エージェント（たとえば、ウェブ・ブラウ
ザ）を通して送信され得る。上で説明されたように、通信ネットワーク１１０のルータ５
０は、ＨＴＴＰ要求を、キャプティブ・ポータルの「ウォールド・ガーデン」内に閉じ込
めることができる。ＷＩ－ＦＩ接続が、キャプティブ・ポータルとして機能していること
（たとえば、キャプティブ・ポータルのウォールド・ガーデン内に閉じ込められているこ
と）を検出すると、クライアント・システム１３０は、キャプティブ・ポータルのネット
ワーク・アクセス・ページを含むウェブ・ビューを起動することができる。特定の実施形
態では、通信ネットワーク１１０のルータ５０は、以下で説明されるように、アプリケー
ションまたはウェブ・ブラウザによってチェックされる、たとえば、特定のＩＰアドレス
またはＵＲＬなどの、特定のエンドポイントへの参照を含むことができる。限定ではなく
、例として、クライアント・システム１３０は、以下で説明されるように、通信ネットワ
ークの特定のドメインへのアクセスを提供するように構成されたネットワーク・リソース
のＩＰアドレスまたはＵＲＬに向けられたＨＴＴＰ要求に少なくとも部分的に基づいて、
通信ネットワーク１１０に接続され得る。
【００２１】
　図３は、例示的なモバイル・コンピューティング・デバイスを示している。特定の実施
形態では、上で説明されたクライアント・システムは、モバイル・コンピューティング・
デバイス１０である。本開示は、任意の適切な物理的形態を取るモバイル・コンピューテ
ィング・デバイス１０を企図している。特定の実施形態では、モバイル・コンピューティ
ング・デバイス１０は、以下で説明されるようなコンピューティング・システムである。
限定ではなく、例として、モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、（たとえば
、コンピュータ・オン・モジュール（ＣＯＭ）もしくはシステム・オン・モジュール（Ｓ
ＯＭ）などの）シングルボード・コンピュータ・システム（ＳＢＣ）、ラップトップもし
くはノートブック・コンピュータ・システム、モバイル電話、スマートフォン、携帯情報
端末（ＰＤＡ）、タブレット・コンピュータ・システム、またはこれらのうちの２つ以上
の組合せである。特定の実施形態では、モバイル・コンピューティング・デバイス１０は
、入力要素として、タッチ・センサ１２を有することができる。図３の例では、タッチ・
センサ１２は、モバイル・デバイス１０の前面上に組み込まれる。容量性タッチ・センサ
の場合、送信および受信の２つのタイプの電極が存在し得る。これらの電極は、電気的パ
ルスを用いて送信電極を駆動し、タッチまたは近接入力によって引き起こされた受信電極
からの容量の変化を測定するように設計された、コントローラに接続され得る。図３の例
では、１つまたは複数のアンテナ１４Ａ～１４Ｂは、モバイル・コンピューティング・デ
バイス１０の１つまたは複数の側面内に組み込まれ得る。アンテナ１４Ａ～１４Ｂは、電
流を無線波に、また無線波を電流に変換する要素である。信号の送信中、送信機は、振動
する無線周波数（ＲＦ）電流をアンテナ１４Ａ～１４Ｂの端子に印加し、アンテナ１４Ａ
～１４Ｂは、印加された電流のエネルギーを電磁（ＥＭ）波として放射する。信号の受信
中、アンテナ１４Ａ～１４Ｂは、到来したＥＭ波の電力を、アンテナ１４Ａ～１４Ｂの端
子における電圧に変換する。電圧は、増幅のために、受信機に送信され得る。
【００２２】
　モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、イーサネットもしくは他の有線ベー
スのネットワーク、もしくは無線ＮＩＣ（ＷＮＩＣ）と通信するための、アンテナ１４Ａ
～１４Ｂに結合された通信要素、たとえば、ＷＩ－ＦＩネットワークなどの、無線ネット
ワークと通信するための無線アダプタ、または第３世代移動通信（３Ｇ）もしくはロング
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・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ネットワークなどの、セルラ・ネットワークと通
信するためのモデムを含むことができる。本開示は、任意の適切な通信ネットワーク、お
よびそれのための任意の適切な通信要素を企図している。限定ではなく、例として、モバ
イル・コンピューティング・デバイス１０は、アドホック・ネットワーク、パーソナル・
エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイド
・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）
、もしくはインターネットの１つもしくは複数の部分、またはこれらのうちの２つ以上の
組合せと通信することができる。これらのネットワークのうちの１つまたは複数の、１つ
または複数の部分は、有線または無線である。別の例として、モバイル・コンピューティ
ング・デバイス１０は、（たとえば、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ　ＷＰＡＮなどの）無線ＰＡＮ
（ＷＰＡＮ）、ＷＩ－ＦＩネットワーク、ＷＩ－ＭＡＸネットワーク、（たとえば、移動
通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、３Ｇ、もしくはＬＴＥネットワーク
などの）セルラ電話ネットワーク、もしくは他の適切な無線ネットワーク、またはこれら
のうちの２つ以上の組合せと通信することができる。モバイル・コンピューティング・デ
バイス１０は、適切である場合は、これらのネットワークのうちのいずれかのための任意
の適切な通信要素を含むことができる。
【００２３】
　限定ではなく、例として、モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、モバイル
・コンピューティング・デバイス１０のオペレーティング・システム（ＯＳ）の構成パイ
プラインのプロセスを実行することによって、通信ネットワーク（たとえば、ＷＩ－ＦＩ
ネットワーク）に接続することができる。特定の実施形態では、構成パイプラインは、無
線接続を構成するためのプロセスをサポートすることができ、無線接続を構成することを
担うばかりでなく、特定の通信ネットワークに関連付けられているキャプティブ・ポータ
ル・プロンプトのキャプチャを行い、実行することも担う、いくつかのプロセスを含むこ
とができる。たとえば、構成パイプラインは、以前に使用された認証証明書またはクッキ
を記憶するスマート・クライアントを含むことができる。特定の実施形態では、構成パイ
プラインは、国際ローミング・アクセス・プロトコル（ＩＲＡＰ）を実装するプロセスを
含むことができる。限定ではなく、例として、モバイル・コンピューティング・デバイス
１０のユーザ・エージェントは、通信ネットワークのルータのキャプティブ・ネットワー
ク・サポートに、ＨＴＴＰ要求を送信することができる。上で説明されたように、ネット
ワーク・アクセス・ページは、通信ネットワークのルータとの接続を確立したときに、モ
バイル・コンピューティング・デバイス１０のディスプレイ上でユーザに提示され得る。
特定の実施形態では、モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、たとえば、ＷＩ
－ＦＩネットワークなどの、通信ネットワークにアクセスするために、モバイル・コンピ
ューティング・デバイス１０上で実行される、たとえば、ウェブ・ブラウザまたはネイテ
ィブ・アプリケーションなどの、ユーザ・エージェントを利用することができる。特定の
実施形態では、ネットワーク・アクセス・ページは、ネットワーク・アクセスが、通信ネ
ットワークを管理するコンピュータ・システム（たとえば、ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム）を通して達成されたことを示す情報を含むことができる。
【００２４】
　特定の実施形態では、通信ネットワークを管理するコンピュータ・システムは、上で説
明された、デフォルトのキャプティブ・ポータル挙動を変更することができる。上で説明
されたように、ＷＡＮを通して特定のＳＬＤにアクセスするために、ＨＴＴＰ要求が、モ
バイル・コンピューティング・デバイス１０のユーザ・エージェントによって、キャプテ
ィブ・ポータルに送信され得る。限定ではなく、例として、ＨＴＴＰ要求は、モバイル・
コンピューティング・デバイス１０のブラウザのタイプを識別するユーザ・エージェント
・ストリング（たとえば、ＳＡＦＡＲＩ）を含むことができる。別の例として、ＨＴＴＰ
要求は、ＵＲＬまたはインターネット・プロトコル（ＩＰ）アドレスを含むことができる
。特定の実施形態では、モバイル・コンピューティング・デバイス１０からのＨＴＴＰ要
求は、キャプティブ・ポータルのデフォルトのネットワーク・リソースから、たとえば、
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上で説明されたようなＳＬＤなどの、特定のドメインへのアクセスを提供するように構成
されたネットワーク・リソースにリダイレクトされ得る。限定ではなく、例として、リダ
イレクションは、ＨＴＴＰステータス・コードの３０２リダイレクトを通して実行され得
る。特定の実施形態では、特定のドメインのネットワーク・リソースは、たとえば、ログ
インもしくはパスワード証明書を提供すること、またはネットワーク管理者のサービス利
用規約に同意することなど、キャプティブ・ポータル挙動の要件をエミュレートするため
の入力を、自動的に、またユーザ入力を用いずに、提供することができる。限定ではなく
、例として、特定のドメインのネットワーク・リソースは、特定のドメインに関連付けら
れている、モバイル・コンピューティング・デバイス１０上に記憶された１つまたは複数
のクッキにアクセスすることができる。さらに、通信ネットワークを管理するコンピュー
タ・システムは、ルータのキャプティブ・ネットワーク・サポートをバイパスして、通信
ネットワークの特定のドメインにユーザを接続することができる。
【００２５】
　上で説明されたように、モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、モバイル・
コンピューティング・デバイス１０上で実行されるアプリケーションを通して、通信ネッ
トワークの、たとえば、ｗｗｗ．ＦＡＣＥＢＯＯＫ．ｃｏｍなどの、特定のドメインに接
続することができる。特定の実施形態では、アプリケーションは、たとえば、ソーシャル
・ネットワーキング・システムなどの、通信ネットワークの特定のドメインとの間の対話
を容易にするように構成され得る。特定の実施形態では、アプリケーションは、通信ネッ
トワークの特定のネットワーク・リソースに（たとえば、ＨＴＴＰ要求を通して）送信さ
れているデータが、通信ネットワークのルータのキャプティブ・ポータルによってインタ
ーセプトされていることを検出することができる。さらに、アプリケーションは、通信ネ
ットワークが、特定のドメイン（たとえば、ソーシャル・ネットワーキング・システム）
によって管理されているかどうかを決定することができる。特定の実施形態では、アプリ
ケーションは、アプリケーションに関連付けられている特定のドメインに対してユーザを
認証するように構成された、特定のドメインのネットワーク・リソースの特定のＩＰアド
レスまたはＵＲＬを含むことができる、要求（たとえば、ＨＴＴＰ要求）を生成すること
ができる。特定の実施形態では、モバイル・コンピューティング・デバイス１０のアプリ
ケーションは、要求をネットワーク・リソースのＩＰアドレスまたはＵＲＬに送信するこ
とができ、たとえば、ＨＴＴＰステータス・コードの２００など、成功コードをルータが
返したことに応答して、通信ネットワークへの接続が確立される。限定ではなく、例とし
て、アプリケーションは、認証ネットワーク・リソースのＩＰアドレスへのＨＴＴＰ要求
と、アプリケーションが特定のドメインのネットワーク・リソースと対話している（たと
えば、ログオンされている）ことを示す標識（たとえば、記憶されたクッキ）とに少なく
とも部分的に基づいて、通信ネットワークを通して、特定のドメインのネットワーク・リ
ソースに接続され得る。たとえば、モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システムの認証サーバのＩＰアドレスまたはＵＲＬにＨＴ
ＴＰ要求を送信するモバイル・コンピューティング・デバイス１０のネイティブ・アプリ
ケーションと、ソーシャル・ネットワーキング・システムにログオンされているモバイル
・コンピューティング・デバイス１０のアプリケーションとに基づいて、ソーシャル・ネ
ットワーキング・システムによって管理されている通信ネットワークを通して、インター
ネットへのアクセスを受け取ることができる。
【００２６】
　特定の実施形態では、特定のドメインのネットワーク・リソースは、通信ネットワーク
への接続をモバイル・コンピューティング・デバイス１０に提供するルータのＩＰアドレ
スに少なくとも部分的に基づいて、モバイル・コンピューティング・デバイスが、特定の
地理的ロケーションに配置されていることを決定することができる。限定ではなく、例と
して、ユーザは、ネイティブ・アプリケーションを通して、通信ネットワークに関連付け
られている地理的ロケーションにおいて、ソーシャル・ネットワーキング・システム上に
手動で「チェックイン」することができる。別の例として、通信ネットワークを管理する
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コンピュータ・システムは、特定のドメインによって管理されている通信ネットワークの
ルータを通して特定のドメインのネットワーク・リソースとユーザが対話していることに
少なくとも部分的に基づいた地理的ロケーションにおいて、ユーザを自動的に「チェック
イン」させることができる。たとえば、ユーザは、モバイル・コンピューティング・デバ
イスが通信ネットワークの範囲内にある場合、またはルータを通して通信ネットワークに
アクセスしようと試みる場合、通信ネットワークに関連付けられている地理的ロケーショ
ンにおいて、自動的に「チェックイン」させられ得る。
【００２７】
　図４は、通信ネットワークのキャプティブ・ポータル挙動を変更するための例示的なス
テート図を示している。特定の実施形態では、上で説明されたキャプティブ・ポータル挙
動の変更は、ステート・マシーン４００として実装され得る。限定ではなく、例として、
ステート・マシーン４００は、モバイル・コンピューティング・デバイスと通信ネットワ
ークとの間のキャプティブ・ポータル挙動をエミュレートし、変更することができる。特
定の実施形態では、モバイル・コンピューティング・デバイスから要求を受信したルータ
は、モバイル・コンピューティング・デバイスによって送信されたＨＴＴＰ要求をリダイ
レクトする、ステート・マシーン４００の初期ステートＳ０に対応するフラグを設定する
ことができる。限定ではなく、例として、フラグは、モバイル・コンピューティング・デ
バイス１０の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスと関連付けられ得る。さらに、特定の
実施形態では、ステート・マシーン４００のステートＳ１は、モバイル・コンピューティ
ング・デバイスの通信ネットワークへの接続の完了（たとえば、ログインもしくはパスワ
ード証明書を提供すること、またはネットワーク管理者のサービス利用規約に同意するこ
と）に影響することができる、たとえば、ボタンなどの、特定の対話要素を含むように、
モバイル・コンピューティング・デバイス上に表示されるネットワーク・アクセス・ペー
ジを変更することができる。特定の実施形態では、変更されたネットワーク・アクセス・
ページ上に表示される情報は、たとえば、ソーシャル・ネットワーキング・システムに関
連付けられているアプリケーションなど、モバイル・コンピューティング・デバイスの特
定のアプリケーションに関する情報、またはそれを起動するためのハイパーリンクを含み
、アプリケーションに関連付けられているＳＬＤにユーザを接続することができる。
【００２８】
　図５は、通信ネットワークのキャプティブ・ポータル挙動を変更するための例示的な方
法を示している。方法は、ステップ３００において開始することができ、そこで、ルータ
は、ルータを通して通信ネットワークにアクセスすることを求める、ユーザのクライアン
ト・コンピューティング・デバイスのユーザ・エージェントからの要求を検出する。特定
の実施形態では、ユーザ・エージェントは、クライアント・コンピューティング・デバイ
スのウェブ・ブラウザである。ステップ３０２は、ルータによって、ユーザ・エージェン
トを第１のネットワーク・リソースから第２のネットワーク・リソースに自動的にリダイ
レクトする。特定の実施形態では、第１のネットワーク・リソースは、通信ネットワーク
へのアクセスを提供するために、ユーザを認証するように構成され、第２のネットワーク
・リソースは、通信ネットワークの特定のドメインへのアクセスを提供するために、ユー
ザを認証するように構成される。ステップ３０４において、第２のネットワーク・リソー
スが、ユーザの認証に成功した場合、ルータは、通信ネットワークの特定のドメインへの
アクセスをユーザ・エージェントに提供し、その時点で、方法は、終了することができる
。本開示は、図５の方法の特定のステップを、特定の順序で生じるものとして説明し、図
示しているが、本開示は、任意の適切な順序で生じる、図５の方法の任意の適切なステッ
プを企図している。特定の実施形態は、適切である場合は、図５の方法の１つまたは複数
のステップを繰り返すことができる。さらに、本開示は、図５の方法の特定のステップを
含む、デフォルトのキャプティブ・ポータル挙動を変更するための例示的な方法を説明し
、図示しているが、本開示は、適切である場合は、図５の方法のステップのすべてもしく
は一部を含むことができる、またはまったく含まなくてよい、任意の適切なステップを含
む、デフォルトのキャプティブ・ポータル挙動を変更するための任意の適切な方法を企図
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している。さらに、本開示は、図５の方法の特定のステップを実施する特定の要素を説明
し、図示しているが、本開示は、図５の方法の任意の適切なステップを実施する、たとえ
ば、モバイル・コンピューティング・デバイスまたはコンピューティング・システムのサ
ーバのプロセッサなどの、任意の適切な要素の任意の適切な組合せを企図している。
【００２９】
　図６は、特定のドメインによって管理されている通信ネットワークに接続するための例
示的な方法を示している。方法は、ステップ３５０において開始することができ、そこで
、コンピューティング・デバイスは、コンピューティング・デバイスによって通信ネット
ワークを通して第１のネットワーク・リソースに送信されたデータのインターセプトを検
出する。特定の実施形態では、データの送信、および検出は、コンピューティング・デバ
イスのアプリケーションによって実行され得る。特定の実施形態では、第１のネットワー
ク・リソースは、通信ネットワークの特定のドメインに対応するサーバである。ステップ
３５２は、コンピューティング・デバイスによって、通信ネットワークが特定のドメイン
によって管理されているかどうかを決定する。特定の実施形態では、通信ネットワークは
、通信ネットワークを所有するエンティティと無関係なエンティティによって管理され得
る。ステップ３５４は、コンピューティング・デバイスによって、決定に少なくとも部分
的に基づいて、第２のネットワーク・リソースを識別する、通信ネットワークへのアクセ
スを求める要求を自動的に生成する。特定の実施形態では、第２のネットワーク・リソー
スは、通信ネットワークの特定のドメインに対してユーザを認証するように構成されたサ
ーバである。特定の実施形態では、ルータのキャプティブ・ポータルのデフォルト要求は
、第２のネットワーク・リソースのＵＲＬまたはＩＰアドレスを含むように変更される。
ステップ３５４において、コンピューティング・デバイスは、通信ネットワークへのアク
セスを求める要求を第２のネットワーク・リソースに送信し、その時点で、方法は、終了
することができる。本開示は、図６の方法の特定のステップを、特定の順序で生じるもの
として説明し、図示しているが、本開示は、任意の適切な順序で生じる、図６の方法の任
意の適切なステップを企図している。特定の実施形態は、適切である場合は、図６の方法
の１つまたは複数のステップを繰り返すことができる。さらに、本開示は、図６の方法の
特定のステップを含む、アプリケーションを通して通信ネットワークに接続するための例
示的な方法を説明し、図示しているが、本開示は、適切である場合は、図６の方法のステ
ップのすべてもしくは一部を含むことができる、またはまったく含まなくてよい、任意の
適切なステップを含む、アプリケーションを通して通信ネットワークに接続するための任
意の適切な方法を企図している。さらに、本開示は、図６の方法の特定のステップを実施
する特定の要素を説明し、図示しているが、本開示は、図６の方法の任意の適切なステッ
プを実施する、たとえば、モバイル・コンピューティング・デバイスのプロセッサまたは
コンピューティング・システムのサーバなどの、任意の適切な要素の任意の適切な組合せ
を企図している。
【００３０】
　図７は、例示的なソーシャル・グラフを示す。特定の実施形態では、ソーシャル・ネッ
トワーキング・システム１６０は、１または複数のソーシャル・グラフ２００を１または
複数のデータ・ストア内に記憶する。特定の実施形態では、ソーシャル・グラフ２００は
、複数のノード（複数のユーザ・ノード２０２または複数のコンセプト・ノード２０４を
含んでもよい）と、それらのノードを接続する複数のエッジ２０６とを含んでもよい。図
７に示されている例示的なソーシャル・グラフ２００は、説明のために、２次元の視覚マ
ップ表現で示されている。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１６０、クライアント・システム１３０、またはサードパーティ・システム１７０は、
適切な用途のためにソーシャル・グラフ２００および関連するソーシャル・グラフ情報に
アクセスする。ソーシャル・グラフ２００のノードおよびエッジは、データ・オブジェク
トとして、たとえばデータ・ストア（ソーシャル・グラフ・データベースなど）内に記憶
されてもよい。そのようなデータ・ストアは、ソーシャル・グラフ２００のノードまたは
エッジの、１または複数の検索可能または照会可能なインデックスを含んでもよい。



(16) JP 6097885 B2 2017.3.15

10

20

30

40

50

【００３１】
　特定の実施形態では、ユーザ・ノード２０２は、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム１６０のユーザに対応する。限定するものとしてではなく一例として、ユーザは、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１６０と、またはソーシャル・ネットワーキング
・システム１６０を通じて対話または通信する個人（人間のユーザ）、エンティティ（た
とえば、企業、事業者、またはサードパーティ・アプリケーション）、または（たとえば
、個人またはエンティティの）グループであってよい。特定の実施形態では、ユーザがア
カウントをソーシャル・ネットワーキング・システム１６０に登録するとき、ソーシャル
・ネットワーキング・システム１６０は、そのユーザに対応するユーザ・ノード２０２を
作成し、そのユーザ・ノード２０２を１または複数のデータ・ストア内に記憶する。本明
細書に記載のユーザおよびユーザ・ノード２０２は、適切な場合、登録されたユーザ、お
よび登録されたユーザに関連付けられているユーザ・ノード２０２に及ぶ。それに加えて
、または代替として、本明細書に記載のユーザおよびユーザ・ノード２０２は、適切な場
合、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０に登録しなかったユーザに及ぶ。特
定の実施形態では、ユーザ・ノード２０２は、ユーザによって提供された情報、またはソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１６０を含む様々なシステムによって収集された
情報に関連付けられてもよい。限定するものとしてではなく一例として、ユーザは、自分
の名前、プロフィール写真、連絡先情報、誕生日、性別、婚姻状態、家族状態、雇用、学
歴、好み、関心、または他の人口統計情報を提供してもよい。特定の実施形態では、ユー
ザ・ノード２０２は、ユーザに関連付けられている情報に対応する１または複数のデータ
・オブジェクトに関連付けられてもよい。特定の実施形態では、ユーザ・ノード２０２は
、１または複数のウェブページに対応してもよい。上述したように、ユーザ・ノード２０
２に関連付けられているユーザは、ユーザ・ノード２０２に関連付けられている情報に少
なくとも部分的に基づいて、特定のカテゴリに分類されてもよい。限定するものでなく一
例として、ユーザは、年齢、ロケーション、友達の数、およびこれらの任意の組合せに少
なくとも部分的に基づいて、カテゴリ分けされてもよい。さらに、上述したように、例え
ば、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０上でユーザが実行したアクションな
ど、ユーザに関連付けられているアクション・ログに記録されている他の情報と合わせて
ユーザ・ノード２０２に関連付けられている情報に基づいて、ユーザは分類されてもよい
。
【００３２】
　特定の実施形態では、コンセプト・ノード２０４は、コンセプトに対応する。限定する
ものとしてではなく一例として、コンセプトは、場所（たとえば、映画館、レストラン、
目印、または都市など）、ウェブサイト（たとえば、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１６０に関連付けられているウェブサイト、またはウェブアプリケーションサーバ
に関連付けられているサードパーティウェブサイトなど）、エンティティ（たとえば、人
、事業者、グループ、スポーツチーム、または有名人など）、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１６０内、またはウェブアプリケーションサーバなど外部サーバ上に位置
するリソース（たとえば、オーディオファイル、映像ファイル、デジタル写真、テキスト
ファイル、構造化文書、またはアプリケーションなど）、実際の財産または知的財産（た
とえば、彫刻、絵画、映画、ゲーム、楽曲、着想、写真、または書物など）、ゲーム、ア
クティビティ、着想もしくは理論、別の好適なコンセプト、または２以上のそのようなコ
ンセプトに対応してもよい。コンセプト・ノード２０４は、ユーザによって提供されたコ
ンセプトの情報、またはソーシャル・ネットワーキング・システム１６０を含む様々なシ
ステムによって収集された情報に関連付けられてもよい。限定するものとしてではなく一
例として、コンセプトの情報は、名前もしくはタイトル、１または複数の画像（たとえば
、本の表紙の画像）、ロケーション（たとえば、住所または地理的ロケーション）、（Ｕ
ＲＬに関連付けられる）ウェブサイト、連絡先情報（たとえば、電話番号または電子メー
ル・アドレス）、他の好適なコンセプト情報、またはそのような情報の任意の好適な組合
せを含んでもよい。特定の実施形態では、コンセプト・ノード２０４は、コンセプト・ノ
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ード２０４に関連付けられている情報に対応する１または複数のデータ・オブジェクトに
関連付けられてもよい。特定の実施形態では、コンセプト・ノード２０４は、１または複
数のウェブページに対応してもよい。
【００３３】
　特定の実施形態では、ソーシャル・グラフ２００内のノードは、ウェブページを表して
も、ウェブページによって表されてもよい（「プロフィール・ページ」と呼ばれる）。プ
ロフィール・ページは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０によってホスト
され、またはそこからアクセス可能であってもよい。また、プロフィール・ページは、サ
ードパーティ・システム１７０に関連付けられているサードパーティウェブサイト上でホ
ストされてもよい。限定するものとしてではなく一例として、特定の外部ウェブページに
対応するプロフィール・ページは、その特定の外部ウェブページであってもよく、プロフ
ィール・ページが、特定のコンセプト・ノード２０４に対応してもよい。プロフィール・
ページは、他のユーザのすべてまたは選択されたサブセットによって閲覧可能であっても
よい。限定するものとしてではなく一例として、ユーザ・ノード２０２は、対応するユー
ザがコンテンツを追加し、宣言をし、または他の方法で自分を表現する、対応するユーザ
プロフィールページを有してもよい。限定するものとしてではなく別の例として、コンセ
プト・ノード２０４は、１または複数のユーザがコンセプト・ノード２０４に対応するコ
ンセプトに特に関連してコンテンツを追加し、宣言をし、またはユーザ自身を表現する、
対応するコンセプトプロフィールページを有してもよい。
【００３４】
　特定の実施形態では、コンセプト・ノード２０４は、サードパーティ・システム１７０
によってホストされるサードパーティウェブページまたはリソースを表す。サードパーテ
ィウェブページまたはリソースは、要素の中でもとりわけ、コンテンツ、選択可能なアイ
コンもしくは他のアイコン、またはアクションもしくはアクティビティを表す（たとえば
、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ（登録商標）、ＡＪＡＸ、またはＰＨＰコードにより実装される
）他の対話可能なオブジェクトを含んでもよい。限定するものとしてではなく一例として
、サードパーティウェブページは、「いいね」、「チェックイン」、「食べる」、「推奨
する」、または別の好適なアクションまたはアクティビティなど、選択可能なアイコンを
含んでもよい。サードパーティウェブページを閲覧するユーザは、アイコンの１つ（たと
えば、「食べる」）を選択することによって、アクションを行う。これによって、クライ
アント・システム１３０は、ユーザのアクションを示すメッセージをソーシャル・ネット
ワーキング・システム１６０へ送信する。ソーシャル・ネットワーキング・システム１６
０は、メッセージに応答して、ユーザに対応するユーザ・ノード２０２とサードパーティ
ウェブページまたはリソースに対応するコンセプト・ノード２０４との間にエッジ（たと
えば、「食べる」エッジ）を作成し、エッジ２０６を１または複数のデータ・ストア内に
記憶する。
【００３５】
　特定の実施形態では、ソーシャル・グラフ２００内の１対のノードが、１または複数の
エッジ２０６によって互いに接続されてもよい。１対のノードを接続するエッジ２０６は
、その対のノード間の関係を表す。特定の実施形態では、エッジ２０６は、１対のノード
間の関係に対応する１または複数のデータ・オブジェクトまたは属性を含み、または表し
てもよい。限定するものとしてではなく一例として、第１のユーザは、第２のユーザが第
１のユーザの「友達」であることを示してもよい。この示したことに応答して、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１６０は、「友達要求」を第２のユーザに送信してもよ
い。第２のユーザが「友達要求」を確認した場合、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム１６０は、ソーシャル・グラフ２００内で第１のユーザのユーザ・ノード２０２を第
２のユーザのユーザ・ノード２０２に接続するエッジ２０６を作成し、エッジ２０６をソ
ーシャル・グラフ情報としてデータ・ストア２４の１または複数に記憶してもよい。図６
の例では、ソーシャル・グラフ２００は、ユーザ「Ａ」とユーザ「Ｂ」とのユーザ・ノー
ド２０２間の友達関係を示すエッジ２０６と、ユーザ「Ｃ」とユーザ「Ｂ」とのユーザ・
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ノード２０２間の友達関係を示すエッジとを含む。本開示は特定のユーザ・ノード２０２
を接続する特定の属性を有する特定のエッジ２０６について記載し示しているが、本開示
は、ユーザ・ノード２０２を接続する任意の好適な属性を有する任意の好適なエッジ２０
６を企図する。限定するものとしてではなく一例として、エッジ２０６は、友達関係、家
族関係、仕事関係もしくは雇用関係、ファン関係、フォロワー関係、ビジタ関係、加入者
関係、主従関係、相互的関係、非相互的関係、別の好適なタイプの関係、または２以上の
そのような関係を表してもよい。さらに、本開示は一般にノードを接続されているものと
して記載しているが、本開示は、ユーザまたはコンセプトも接続されているものとして記
載している。本明細書では、接続されているユーザまたはコンセプトへの言及は、適切な
場合、ソーシャル・グラフ２００内で１または複数のエッジ２０６によって接続されてい
るユーザまたはコンセプトに対応するノードに及ぶ。
【００３６】
　特定の実施形態では、ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間のエッ
ジ２０６は、コンセプト・ノード２０４に関連付けられているコンセプトに向かってユー
ザ・ノード２０２に関連付けられているユーザによって行われる特定のアクションまたは
アクティビティを表してもよい。限定するものとしてではなく一例として、図７に示され
ているように、ユーザは、コンセプトに対して「いいね」と表明することができ、コンセ
プトに「通った」、コンセプトを「プレイした」、「聴いた」、「調理した」、コンセプ
トに「勤務した」、またはコンセプトを「見た」のであり、コンセプトのそれぞれは、エ
ッジタイプまたはサブタイプに対応する。コンセプト・ノード２０４に対応するコンセプ
トプロフィールページは、たとえば、選択可能な「チェックイン」アイコン（たとえば、
クリック可能な「チェックイン」アイコン）または選択可能な「いいね」アイコンを含ん
でもよい。別の例として、クライアント・システムのソーシャル・ダッシュボードは、選
択可能な「チェックイン」アイコン（たとえば、クリック可能な「チェックイン」アイコ
ン）または選択可能な「いいね」アイコンを含んでもよい。同様に、ユーザがこれらのア
イコンをクリックした後、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、それぞれ
のアクションに対応するユーザのアクションに応答して「いいね」エッジ、または「チェ
ックイン」エッジを作成する。上述したように、少なくとも部分的に通信ネットワークの
ルータのＩＰアドレスと、クライアント・システム上で実行されているソーシャル・ネッ
トワーク・システムのアプリケーションとに基づいて、ユーザは特定のコンセプト・ノー
ド２０４に関連付けられている地理的ロケーションにおいて自動的に「チェックイン」さ
れてもよい。　限定するものとしてではなく別の例として、ユーザ（ユーザ「Ｃ」）は、
特定のアプリケーション（オンラインミュージックアプリケーションであるＳＰＯＴＩＦ
Ｙ）を使用して特定の楽曲（「ランブル・オン」）を聴く。この場合には、ソーシャル・
ネットワーキング・システム１６０は、ユーザに対応するユーザ・ノード２０２と楽曲お
よびアプリケーションに対応するコンセプト・ノード２０４との間に「聴いた」エッジ２
０６および「使用した」エッジ（図７に図示）を作成し、ユーザがその楽曲を聞き、その
アプリケーションを使用したことを示す。さらに、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム１６０は、楽曲およびアプリケーションに対応するコンセプト・ノード２０４間に「
プレイした」エッジ２０６（図７に図示）を作成し、特定の楽曲が特定のアプリケーショ
ンによってプレイされたことを示す。この場合には、「プレイした」エッジ２０６は、外
部アプリケーション（ＳＰＯＴＩＦＹ）によって外部オーディオファイル（楽曲「イマジ
ン」）に対して行われたアクションに対応する。本開示は、ユーザ・ノード２０２とコン
セプト・ノード２０４とを接続する特定の属性を有する特定のエッジ２０６について記載
しているが、本開示は、ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４とを接続する
任意の好適な属性を有する任意の好適なエッジ２０６を企図する。さらに、本開示は、ユ
ーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４の間の単一の関係を表すエッジについて
記載しているが、本開示は、ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間の
１または複数の関係を表すエッジを企図する。限定するものとしてではなく一例として、
エッジ２０６は、ユーザが「いいね」と表明したこと、および特定のコンセプトを使用し
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たことの両方を表してもよい。あるいは、別のエッジ２０６が、ユーザ・ノード２０２と
コンセプト・ノード２０４（図６に示されているように、ユーザ「Ｅ」に関するユーザ・
ノード２０２と「ＳＰＯＴＩＦＹ」に関するコンセプト・ノード２０４）との間の関係の
各タイプ（または単一の関係の複数）を表してもよい。
【００３７】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ソーシャル
・グラフ２００内でユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間にエッジ２
０６を作成する。限定するものとしてではなく一例として、（たとえば、ウェブ・ブラウ
ザまたはユーザのクライアント・システム１３０によってホストされる専用アプリケーシ
ョンを使用することによってなど）コンセプトプロフィールページを閲覧するユーザは、
「いいね」アイコンをクリックまたは選択することによって、ユーザがコンセプト・ノー
ド２０４によって表されたコンセプトに対して「いいね」と表明することを示す。これに
よって、ユーザのクライアント・システム１３０は、コンセプトプロフィールページに関
連付けられているコンセプトに対してユーザが「いいね」と表明することを示すメッセー
ジをソーシャル・ネットワーキング・システム１６０へ送信（トランスミット）する。ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、そのメッセージに応答して、ユーザと
コンセプト・ノード２０４との間の「いいね」エッジ２０６によって示されているように
、ユーザに関連付けられているユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間
にエッジ２０６を作成してもよい。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング
・システム１６０は、エッジ２０６を１または複数のデータ・ストア内に記憶してもよい
。特定の実施形態では、エッジ２０６は、特定のユーザ・アクションに応答してソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１６０によって自動的に形成されてもよい。限定するも
のとしてではなく一例として、第１のユーザが写真をアップロードし、映画を見たか、ま
たは楽曲を聴いた場合、エッジ２０６は、第１のユーザに対応するユーザ・ノード２０２
とそれらのコンセプトに対応するコンセプト・ノード２０４との間に形成されてもよい。
本開示は、特定のエッジ２０６を特定の方法で形成することについて記載しているが、本
開示は、任意の好適なエッジ２０６を任意の好適な方法で形成することを企図する。
【００３８】
　図８は、例示的なコンピューティング・システムを示す。特定の実施形態では、１また
は複数のコンピュータ・システム６０は、本明細書に記載され、または示されている１ま
たは複数の方法の１または複数のステップを実施する。特定の実施形態では、１または複
数のコンピュータ・システム６０は、本明細書に記載され、または示されている機能を提
供する。特定の実施形態では、１または複数のコンピュータ・システム６０上で動作する
ソフトウェアは、本明細書に記載され、または示されている１または複数の方法の１また
は複数のステップを実施し、または本明細書に記載され、または示されている機能を提供
する。特定の実施形態は、１または複数のコンピュータ・システム６０の１または複数の
部分を含む。本明細書では、コンピュータ・システムに言及することは、適切な場合、コ
ンピューティング・デバイスを包含してもよい。さらに、コンピュータ・システムに言及
することは、適切な場合、１または複数のコンピュータ・システムを包含してもよい。
【００３９】
　この開示は、任意の好適な数のコンピュータ・システム６０を企図する。この開示は、
任意の好適な物理形態をとるコンピュータ・システム６０を企図する。限定するものとし
てではなく一例として、コンピュータ・システム６０は、組込みコンピュータ・システム
、システム・オン・チップ（ＳＯＣ）、シングルボード・コンピュータ・システム（ＳＢ
Ｃ）（たとえば、コンピュータ・オン・モジュール（ＣＯＭ）またはシステム・オン・モ
ジュール（ＳＯＭ）など）、デスクトップ・コンピュータ・システム、ラップトップもし
くはノートブック・コンピュータ・システム、対話キオスク、メインフレーム、コンピュ
ータ・システムのメッシュ、移動体コンピューティング・システム１０、携帯情報端末（
ＰＤＡ）、サーバ、タブレット・コンピュータ・システム、またはこれらの２以上の組合
せであってよい。適切な場合、コンピュータ・システム６０は、１または複数のコンピュ
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ータ・システム６０を含んでもよく、一元的なものであっても分散型であってもよく、複
数のロケーションに跨ってもよく、複数のマシンに跨ってもよく、複数のデータセンタに
跨ってもよく、クラウド内にあってもよく、クラウドは、１または複数のネットワーク内
で１または複数のクラウド・コンポーネントを含んでもよい。適切な場合、１または複数
のコンピュータ・システム６０は、実質的な空間的または時間的制限なしに、本明細書に
記載され、または示されている１または複数の方法の１または複数のステップを実施して
もよい。限定するものとしてではなく一例として、１つまたは複数のコンピュータ・シス
テム６０は、リアルタイムで、またはバッチ・モードで、本明細書に記載され、または示
されている１または複数の方法の１または複数のステップを実施してもよい。１または複
数のコンピュータ・システム６０は、適切な場合、異なる時に、または異なるロケーショ
ンで、本明細書に記載され、または示されている１または複数の方法の１または複数のス
テップを実施してもよい。
【００４０】
　特定の実施形態では、コンピュータ・システム６０は、プロセッサ６２、メモリ６４、
ストレージ６６、入力／出力（Ｉ／Ｏ）インターフェース６８、通信インターフェース７
０、およびバス７２を含む。この開示は、特定の数の特定の構成要素を特定の構成で有す
る特定のコンピュータ・システムについて記載し示しているが、この開示は、任意の好適
な数の任意の好適な構成要素を任意の好適な構成で有する任意の好適なコンピュータ・シ
ステムを企図する。
【００４１】
　特定の実施形態では、プロセッサ６２は、コンピュータ・プログラムを構成するものな
ど命令を実行するためのハードウェアを含む。限定するものとしてではなく一例として、
命令を実行するために、プロセッサ６２は、内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ６４
、またはストレージ６６から命令を取り出し（またはフェッチし）、それらを復号および
実行し、次いで、１または複数の結果を内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ６４、ま
たはストレージ６６に書き込む。特定の実施形態では、プロセッサ６２は、データ、命令
、またはアドレス用に１または複数の内部キャッシュを含んでもよい。この開示は、適切
な場合、任意の好適な数の任意の好適な内部キャッシュを含むプロセッサ６２を企図する
。限定するものとしてではなく一例として、プロセッサ６２は、１または複数の命令キャ
ッシュ、１または複数のデータ・キャッシュ、および１または複数の変換索引バッファ（
ＴＬＢ）を含んでもよい。命令キャッシュ内の命令は、メモリ６４またはストレージ６６
内の命令のコピーであってもよく、命令キャッシュは、プロセッサ６２によるこれらの命
令の取り出しを高速化する。データ・キャッシュ内のデータは、プロセッサ６２にて実行
される命令が操作するための、メモリ６４またはストレージ６６内のデータのコピー、プ
ロセッサ６２で実行される後続の命令によるアクセスための、またはメモリ６４もしくは
ストレージ６６に書き込むための、プロセッサ６２で実行された以前の命令の結果、ある
いは他の好適なデータであってもよい。データ・キャッシュは、プロセッサ６２による読
出しまたは書込み動作を高速化する。ＴＬＢは、プロセッサ６２のために仮想アドレス変
換を高速化する。特定の実施形態では、プロセッサ６２は、データ、命令、またはアドレ
ス用に１または複数の内部レジスタを含む。この開示は、適切な場合、任意の好適な数の
任意の好適な内部レジスタを含むプロセッサ６２を企図する。適切な場合、プロセッサ６
２は、１または複数の算術論理演算ユニット（ＡＬＵ）を含むことができ、マルチコア・
プロセッサであってもよく、１または複数のプロセッサ６２を含んでもよい。この開示は
、特定のプロセッサについて記載し示しているが、この開示は、任意の好適なプロセッサ
を企図する。
【００４２】
　特定の実施形態では、メモリ６４は、プロセッサ６２が実行するための命令、またはプ
ロセッサ６２が操作するためのデータを記憶するための主記憶装置を含む。限定するもの
としてではなく一例として、コンピュータ・システム６０は、ストレージ６６または別の
ソース（たとえば、別のコンピュータ・システム６０など）からメモリ６４に命令をロー
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ドする。次いで、プロセッサ６２は、メモリ６４から内部レジスタまたは内部キャッシュ
に命令をロードする。命令を実行するために、プロセッサ６２は、内部レジスタまたは内
部キャッシュから命令を取り出し、それらを復号する。命令の実行中、または実行後、プ
ロセッサ６２は、１または複数の結果（中間結果であることも最終結果であることもある
）を内部レジスタまたは内部キャッシュに書き込む。次いで、プロセッサ６２は、それら
の結果の１または複数をメモリ６４に書き込む。特定の実施形態では、プロセッサ６２は
、１もしくは複数の内部レジスタもしくは内部キャッシュ内、または（ストレージ６６も
しくは他の場所ではなく）メモリ６４内の命令だけを実行し、１もしくは複数の内部レジ
スタもしくは内部キャッシュ内、または（ストレージ８０６もしくは他の場所ではなく）
メモリ６４内のデータだけを操作する。１または複数のメモリ・バス（それぞれがアドレ
ス・バスとデータ・バスを含むことがある）がプロセッサ６２をメモリ６４に結合しても
よい。バス７２は、下記に記載されているように、１または複数のメモリ・バスを含んで
もよい。特定の実施形態では、１または複数のメモリ管理ユニット（ＭＭＵ）が、プロセ
ッサ６２とメモリ６４との間に存在し、プロセッサ６２によって要求されるメモリ６４へ
のアクセスを容易にする。特定の実施形態では、メモリ６４は、ランダム・アクセス・メ
モリ（ＲＡＭ）を含む。このＲＡＭは、適切な場合、揮発性メモリであり得る。適切な場
合、このＲＡＭは、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）またはスタティックＲＡＭ（ＳＲＡ
Ｍ）であってよい。さらに、適切な場合、このＲＡＭは、シングルポート型またはマルチ
ポート型ＲＡＭであってよい。この開示は、任意の好適なＲＡＭを企図する。メモリ６４
は、適切な場合、１または複数のメモリ６４を含んでもよい。この開示は、特定のメモリ
について記載し示しているが、この開示は、任意の好適なメモリを企図する。
【００４３】
　特定の実施形態では、ストレージ６６は、データまたは命令用のマス・ストレージを含
む。限定するものとしてではなく一例として、ストレージ６６は、ハード・ディスク・ド
ライブ（ＨＤＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク・ドライブ、フラッシュ・メモリ、
光ディスク、光磁気ディスク、磁気テープ、もしくはユニバーサル・シリアル・バス（Ｕ
ＳＢ）ドライブ、またはこれらの２以上の組合せを含んでもよい。ストレージ６６は、適
切な場合、取外し式または非取外し式（または固定）媒体を含んでもよい。ストレージ６
６は、適切な場合、コンピュータ・システム６０に対して内部であっても外部であっても
よい。特定の実施形態では、ストレージ６６は、不揮発性のソリッドステート・メモリで
ある。特定の実施形態では、ストレージ６６は、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）を含む。適
切な場合、このＲＯＭは、マスクプログラムドＲＯＭ、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ
）、消去可能ＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、電気
的書き換え可能ＲＯＭ（ＥＡＲＯＭ）、もしくはフラッシュ・メモリ、またはこれらの２
以上の組合せであってよい。この開示は、任意の好適な物理形態をとるマス・ストレージ
６６を企図する。ストレージ６６は、適切な場合、プロセッサ６２とストレージ６６の間
の通信を容易にする１または複数のストレージ制御ユニットを含んでもよい。適切な場合
、ストレージ６６は、１または複数のストレージ６６を含んでもよい。この開示は、特定
のストレージについて記載し示しているが、この開示は、任意の好適なストレージを企図
する。
【００４４】
　特定の実施形態では、Ｉ／Ｏインターフェース６８は、コンピュータ・システム６０と
１または複数のＩ／Ｏデバイスとの間の通信のために１または複数のインターフェースを
提供するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を含む。コンピュータ・システム
６０は、適切な場合、これらのＩ／Ｏデバイスの１または複数を含んでもよい。これらの
Ｉ／Ｏデバイスの１または複数は、人とコンピュータ・システム６０の間の通信を可能に
する。限定するものとしてではなく一例として、Ｉ／Ｏデバイスは、キーボード、キーパ
ッド、マイクロフォン、モニタ、マウス、プリンタ、スキャナ、スピーカ、スチル・カメ
ラ、スタイラス、タブレット、タッチ・スクリーン、トラックボール、ビデオ・カメラ、
別の好適なＩ／Ｏデバイス、またはこれらの２以上の組合せを含んでもよい。Ｉ／Ｏデバ



(22) JP 6097885 B2 2017.3.15

10

20

30

40

50

イスは、１または複数のセンサを含んでもよい。この開示は、任意の好適なＩ／Ｏデバイ
ス、およびそれらのための任意の好適なＩ／Ｏインターフェース６８を企図する。適切な
場合、Ｉ／Ｏインターフェース６８は、プロセッサ６２がこれらのＩ／Ｏデバイスの１ま
たは複数を駆動することを可能にする１または複数のデバイスまたはソフトウェア・ドラ
イバを含む。Ｉ／Ｏインターフェース６８は、適切な場合、１または複数のＩ／Ｏインタ
ーフェース６８を含んでもよい。この開示は、特定のＩ／Ｏインターフェースについて記
載し示しているが、この開示は、任意の好適なＩ／Ｏインターフェースを企図する。
【００４５】
　特定の実施形態では、通信インターフェース７０は、コンピュータ・システム６０と１
もしくは複数の他のコンピュータ・システム６０または１もしくは複数のネットワークと
の間の通信（たとえば、パケットベースの通信など）のために１または複数のインターフ
ェースを提供するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を含む。限定するものと
してではなく一例として、通信インターフェース７０は、ＥＴＨＥＲＮＥＴ（登録商標）
もしくは他の有線ベースのネットワークとの通信のためのインターフェース・コントロー
ラ（ＮＩＣ）もしくはネットワーク・アダプタ、またはＷＩ－ＦＩネットワークなど無線
ネットワークとの通信のための無線ＮＩＣ（ＷＮＩＣ）もしくは無線アダプタを含んでも
よい。この開示は、任意の好適なネットワーク、およびそのための任意の好適な通信イン
ターフェース７０を企図する。限定するものとしてではなく一例として、コンピュータ・
システム６０は、アドホック・ネットワーク、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡ
Ｎ）、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（Ｗ
ＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、またはインターネットの１
もしくは複数の部分、あるいはこれらの２以上の組合せと通信する。これらのネットワー
クの１または複数のうちの１または複数の部分は、有線であっても無線であってもよい。
一例として、コンピュータ・システム６０は、無線ＰＡＮ（ＷＰＡＮ）（たとえば、ＢＬ
ＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）ＷＰＡＮなど）、ＷＩ－ＦＩネットワーク、ＷＩ－ＭＡＸネ
ットワーク、携帯電話ネットワーク（たとえば、グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ
（登録商標））ネットワークなど）、もしくは他の好適な無線ネットワーク、またはこれ
らの２以上の組合せと通信する。コンピュータ・システム６０は、適切な場合、これらの
ネットワークのいずれかのための任意の好適な通信インターフェース７０を含んでもよい
。通信インターフェース７０は、適切な場合、１または複数の通信インターフェース７０
を含んでもよい。この開示は、特定の通信インターフェースについて記載し示しているが
、この開示は、任意の好適な通信インターフェースを企図する。
【００４６】
　特定の実施形態では、バス７２は、コンピュータ・システム６０の構成要素を互いに結
合するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を含む。限定するものとしてではな
く一例として、バス７２は、アクセラレィティッド・グラフィックス・ポート（ＡＧＰ）
もしくは他のグラフィックス・バス、ＥＩＳＡ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　
Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）バス、フロントサイド・バス（ＦＳＢ）
、ＨＴ（ＨＹＰＥＲＴＲＡＮＳＰＯＲＴ）相互接続、ＩＳＡ（Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　Ｓｔａ
ｎｄａｒｄ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）バス、インフィニバンド相互接続、ＬＰＣ（ｌ
ｏｗ－ｐｉｎ－ｃｏｕｎｔ）バス、メモリ・バス、ＭＣＡ（Ｍｉｃｒｏ　Ｃｈａｎｎｅｌ
　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）バス、ＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎ
ｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ）バス、ＰＣＩエクスプレス（ＰＣＩｅ）バス、ＳＡＴＡ
（ｓｅｒｉａｌ　ａｄｖａｎｃｅｄ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ａｔｔａｃｈｍｅｎｔ）バ
ス、ＶＬＢ（Ｖｉｄｅｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　Ａｓｓｏｃｉ
ａｔｉｏｎ　ｌｏｃａｌ）バス、もしくは別の好適なバス、またはこれらの２以上の組合
せを含んでもよい。バス７２は、適切な場合、１または複数のバス７２を含んでもよい。
この開示は、特定のバスについて記載し示しているが、この開示は、任意の好適なバスま
たは相互接続を企図する。
【００４７】
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　本明細書では、１または複数の非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、適切な場合、１
または複数の半導体ベースの、もしくは他の集積回路（ＩＣ）（たとえば、フィールド・
プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）または特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ））、
ハード・ディスク・ドライブ（ＨＤＤ）、ハイブリッド・ハード・ドライブ（ＨＨＤ）、
光ディスク、光ディスク・ドライブ（ＯＤＤ）、光磁気ディスク、光磁気ドライブ、フロ
ッピー（登録商標）・ディスケット、フロッピー（登録商標）・ディスク・ドライブ（Ｆ
ＤＤ）、磁気テープ、ソリッドステート・ドライブ（ＳＳＤ）、ＲＡＭドライブ、セキュ
ア・デジタル・カードもしくはセキュア・デジタル・ドライブ、任意の他の好適な非一時
的コンピュータ可読記憶媒体、またはこれらの２以上の組合せを含んでもよい。非一時的
コンピュータ可読記憶媒体は、適切な場合、揮発性、不揮発性、または揮発性と不揮発性
の組合せであってよい。
【００４８】
　本明細書では、「または（もしくは）」は、別段明確に示されていない限り、または別
段文脈によって示されない限り、包括的（ｉｎｃｌｕｓｉｖｅ）であり、排他的なもので
はない。したがって、本明細書では、「ＡまたはＢ」は、別段明確に示されていない限り
、または別段文脈によって示されない限り、「Ａ、Ｂ、またはその両方」を意味する。さ
らに、「および」は、別段明確に示されていない限り、または別段文脈によって示されな
い限り、共同であり、個別的でもある。したがって、本明細書では、「ＡおよびＢ」は、
別段明確に示されていない限り、または別段文脈によって示されない限り、「ＡおよびＢ
を共同で、または個別的に」意味する。
【００４９】
　この開示の範囲は、当業者であれば理解するであろう、本明細書に記載され、または示
されている例示的な実施形態に対する変更、置換、変形、代替、および修正すべてを包含
する。この開示の範囲は、本明細書に記載され、または示されている例示的な実施形態に
限定されない。さらに、この開示は、それぞれの実施形態について、本明細書では、特定
の構成要素、要素、機能、動作、またはステップを含むものとして記載し示しているが、
これらの実施形態のいずれも、当業者であれば理解するであろう、本明細書のどこかに記
載され、または示されている構成要素、要素、機能、動作、またはステップのいずれかの
任意の組合せまたは並べ替えを含んでもよい。さらに、添付の特許請求の範囲において、
特定の機能を実施するように適合された、するように配置された、することが可能な、す
るように構成された、することが可能である、するように動作可能である、またはするよ
うに動作する装置もしくはシステム、または装置もしくはシステムの構成要素に言及する
ことは、その装置、システム、または構成要素がそのように適合され、配置され、動作可
能であり、構成され、可能であり、動作可能であり、動作する限り、それ、またはその特
定の機能が作動される、オンにされる、またはロック解除されるか否かにかかわらず、そ
の装置、システム、構成要素を包含する。
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